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 原子力海外ニューストピックス 

 
 戦略調査室 須藤 收 

                            2011 年 2 月 25 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1．イギリスのプルトニウム長期管理政策の見直し（MOX 燃料としてリサイクル） 
イギリス政府のこれまでのプルトニウム長期管理政策は、安全対策と核物質防護

対策を施した施設で長期保管し、将来は地層処分場に永久処分するものであったが、

2010 年 5 月に誕生した保守党と自由党の連立政権はこれまでの政策を見直し、

2011 年 2 月 7 日、MOX 燃料（プルトニウムと劣化ウランの混合酸化物燃料で、プル

トニウムが 7%、U238 が 93%（通常は劣化ウランを使用）の MOX 燃料は、U235 の

濃縮度が 4.5%の軽水炉燃料（ウラン酸化物）に相当する 1））に加工して新たに建設

予定の原子力発電所（軽水炉）へリサイクルする案を国民に提案した。2) 
以下にイギリスのプルトニウム利用政策の経緯と、今回の政策見直しについて示

す。 
 
1)経緯 
(1)原子炉開発の始まりと高速炉開発戦略 3) 

1953 年、イギリス政府は民生用の原子力開発を開始することを発表し、国営事業

として商業用の原子力発電所の建設計画を開始した。第Ⅰ期の開発で採用した原子

炉は、燃料は天然ウランの金属をマグネシウム合金で被覆したもので、減速材には
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黒鉛、冷却材に炭酸ガスを用いるガス冷却炉（GCR: Gas Cooled Reactor、その他

呼び名としては、黒鉛減速炭酸ガス冷却型炉、コールダーホール型炉（最初の原子

炉の立地場所の地名に由来する）、マグノックス型炉（被覆材の材料であるマグネシ

ウム合金（マグネシウム 99.9%、ベリリウム 0.1%）の「酸化しないマグネシウム」

(Magnesium non-oxidising)の Magnox に由来する））で、1956 年に世界で最初の

商業用原子力発電所として運転を開始し、1971年までに26基が建設された。現在も

4 基が稼働中である。 
GCR の燃料のマグノックス燃料は被覆材が水と反応するため、使用済み燃料の

長期間にわたる使用済み燃料貯蔵プールでの保管は困難で再処理する必要があり、

1964年にセラフィールド（当時の地名はウィンズケール）に使用済みマグノックス燃料

専用の商業用大型再処理工場（B205 施設、処理能力 1500tHM/y）の運転が開始さ

れ、抽出されたプルトニウムの蓄積が始まった。 
1953 年の民生用原子力開発の中には高速炉開発も含まれていて、1954 年に高

速炉実験炉のサイトがスコットランドの北端のドンレーに決まり、実験炉 DFR
（Dounreay Fast Reactor、熱出力 60MW、電気出力 14.5MW）が 1959 年 11 月に

臨界となり、1963 年には 14.5MW の発電を達成した。 
当初のプルトニウム長期管理政策は、将来の高速炉商業化に備えて再処理で抽

出し蓄積することであった。当時のイギリスは、石油資源がなく日本と同様にエネル

ギーセキュリティーの観点から高速炉開発路線を歩んでいた。 
1956 年のスエズ動乱により、原子力開発にさらに拍車がかかり、1964 年に第Ⅱ

期の開発計画が立てられ、1965 年に GCR を改良した改良型ガス冷却炉（AGR: 
Advanced Gas Cooled Reactor、燃料は低濃縮ウラン（濃縮度約 2.6%～3.3%）の

酸化物でステンレス製の被覆管を用いることで燃焼度を GCR の 5000MWd/t に対し

て 24000MWd/t と飛躍的に向上させるとともに、原子炉容器の縮小化をはかり、原

子炉出口温度は GCR の約 390℃に対して約 635℃と高く熱効率は約 42%に向上）

の導入を決定し、1976 年に 1 号機が運転を開始して、1989 年までに 14 基が運開し

た。（表 1 参照及び図１参照） 
高速炉開発については、実験炉 DFR に続いて、1968 年に原型炉 PFR

（Prototype Fast Reactor、熱出力 660MW、電気出力 250MW）の建設を開始し、

1975 年に送電を開始した。 
AGR の使用済み燃料の再処理については海外の軽水炉使用済み燃料の委託再

処理も念頭に、1976 年に大型の再処理工場 THORP(Thermal Oxide 
Reprocessing Plant、処理能力 900tHM/y)の建設計画が始動し、1983 年に建設を

開始して 1992 年には建設が終了した。1994 年 3 月より再処理運転を開始しプルト

ニウムの蓄積は加速されることになった。 
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表 1 イギリスの原子力発電所 11) 

発電所名 所有

会社 炉型 電気出力 
MWe 発電開始 停止予定 

Oldbury 1 NDA GCR 217 1968 年 2011 年 6 月 
Oldbury 2 NDA GCR 217 1968 年 2011 年 6 月 

Wylfa 1 NDA GCR 490 1971 年 2012 年 12 月 
Wylfa 2 NDA GCR 490 1972 年 2012 年 12 月 

Dungeness B 1 EDF AGR 545 1985 年 2018 年 
Dungeness B 2 EDF AGR 545 1986 年 2018 年 

Hartlepool 1 EDF AGR 595 1984 年 2019 年 
Hartlepool 2 EDF AGR 595 1985 年 2019 年 
Heysham 1 EDF AGR 615 1985 年 2019 年 
Heysham 2 EDF AGR 615 1986 年 2019 年 
Heysham 3 EDF AGR 615 1988 年 2023 年 
Heysham 4 EDF AGR 615 1989 年 2023 年 

Hinkley Point B 1 EDF AGR 620 1976 年 2016 年 
Hinkley Point B 2 EDF AGR 600 1978 年 2016 年 

Hunterston B 1 EDF AGR 610 1976 年 2016 年 
Hunterston B 2 EDF AGR 605 1977 年 2016 年 

Torness 1 EDF AGR 625 1988 年 2023 年 
Torness 2 EDF AGR 625 1989 年 2023 年 
Sizewell B EDF PWR 1196 1995 年 2035 年 

合計発電容量   11,035   
 
(2)社会状況の変化と高速炉開発の中止 3) 

1970 年代に起こったオイル・ショック（1973 年 10 月と 1979 年 2 月）により原子力

の位置付けは高まったが、1960 年に発見された北海油田の開発への投資も促進さ

れ、1975 年には最初の石油生産が始まった。1981 年にはイギリスは石油輸出国と

なり 2003 年まで続くことになる。このようなエネルギー供給状況と政府の発電事業の

民営化路線も重なり、イギリス政府は1988年に高速炉開発への資金供給を1994年

に停止すると発表し、議会での議論を経て、1994 年 3 月、商業用高速炉の展開は今

後 30 年～40 年はイギリスにとって必要ないとの理由で予定どおり高速炉研究開発

への資金供給を停止して、イギリスにおける高速炉開発は事実上終了した。原子力

発電所についても、第3期計画で、WestinghouseのPWR（サイズウェルB発電所、 
出力 1196MWe）を導入し、1995 年に送電を開始したが、1995 年に、新たな原子力

発電所の建設に政府は資金を出さないとの決定があり、それ以来新たな原子力発電

所は建設されていない。 
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図 1 イギリスの原子力施設及び新規原子力発電所建設予定サイト 
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(3)高速炉開発中止後のプルトニウム長期管理政策と王立協会の提案 
高速炉開発を中止し、プルトニウムの利用計画の基本が喪失したにもかかわらず、

イギリス政府はプルトニウムの長期管理政策を明確にせず、2 つの再処理工場での

再処理を継続し、せっせとプルトニウムの蓄積を行ってきた。 
これに対して、まず、1998 年に王立協会（Royal Society）が、“Management of 

Separated Plutonium”と題する報告書 4)を発表し、イギリス政府にプルトニウムの

安定化と貯蔵量の削減を図るように勧告した。プルトニウムが環境と核拡散に対して

重大なリスクを持っていることは世界の共通認識であり、このまま再処理を続ければ

1997 年でのプルトニウムの貯蔵量 54t は、2010 年には 100t に達すると警告し、短

期、中期、長期に分けた実施策をイギリス政府に提案した。提案内容は以下のとおり

である。 
 
○短期的対策（4~5 年の間に実施） 
 ・安全保障対策が施された施設での貯蔵 
○中期的対策（2010 年～2015 年までに実施） 
 ・使用済み燃料を再処理しないワンス・スルー政策 
 ・既存の原子炉に MOX 燃料としてリサイクル 
 ・MOX 燃料燃焼用として設計された新規軽水炉へリサイクル 
 ・海外の軽水炉へリサイクル 
○長期対策（2015 年以降に実施） 
 ・地層処分 
 ・プルトニウムを消費できる先進型炉にリサイクル 
上記の勧告に対して、政府の具体的対応はなく、プルトニウムの蓄積は継続され

た。 
2005 年 4 月 1 日に、それまで 2 つの政府機関（UKAEA と BNFL）が保有してい

たイギリス政府所有の研究炉、再処理施設、核燃料製造施設、放射性廃棄物管理施

設等の 20サイトを所有し、それらの施設の運転管理（核燃料物質の管理も含む）、廃

止措置、廃棄物管理・処分に責任を持つ政府機関 NDA（Nuclear 
Decommissioning Authority、原子力廃止措置機関）が発足し、2006 年に事業戦

略（NDA Strategy2006）5)を発表したが、プルトニウムの長期管理政策としては所有

するプルトニウムの安全かつ確実な貯蔵の実施を上げ、今後、プルトニウムを将来の

エネルギー源として扱うか廃棄物として扱うか等について政府と議論することを提案

していた。 
2007 年 9 月、王立協会は再び政府に対して“Strategy options for the UK's 

separated plutonium”と題したプルトニウムの長期管理政策の案 6)を提案した。こ

の報告書の中で、2005 年 12 月末時点でのプルトニウムの貯蔵量は 103.3t（海外電
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力会社所有の 27t を含む）に達していて、このまま既存の再処理契約を実行すれば

貯蔵量は 133t（海外電力会社所有の 33t を含む）に達すると警告している。提案内

容は以下のとおりである。 
○至急の対策 
・貯蔵施設の核物質防護機能の強化。 
・既存の再処理委託契約が終了した後はプルトニウムの抽出作業は中止。 
・セラフィールド MOX 燃料工場（SMP: Sellafield MOX Plant） の処理能力を増

強し、プルトニウム（ほとんどは PuO2）を MOX 燃料に加工し、プルトニウムの分

離を困難にする。（海外電力会社の所有分のプルトニウムについては、MOX 燃

料に加工して引き渡すとの政府の方針があり、これを実行するには製造能力が

40tHM/y の SMP では 2022 年～2023 年までかかり、政府が所有するプルトニ

ウムを MOX 燃料に転換するには SMP の製造能力の増強もしくは新たな MOX
燃料工場の建設が必要である。） 

 ○近い将来における対策 
・新規の原子力発電所を建設しない場合は、MOX 燃料に加工してサイズウェル B
（イギリスの唯一の軽水炉で PWR、1196MWe、1995 年運開）で燃焼処理。

（AGR での MOX 燃料の利用には炉心構造の改造が必要で困難であるが、

PWR における MOX 燃料の利用は、ヨーロッパで 1980 年代から本格的に行わ

れていて実績があり可能である。） 
・新規の原子力発電所を建設する場合は、MOX 燃料に加工して新規の原子力発

電所で燃焼処理。ただし、MOX 燃料のリサイクルは経済性が悪く商業的には成

立しないので電力会社への補助が必要であるがそのコストと利点（安全保障上

の利点も含めて）を評価すること。評価には、高品質の MOX 燃料工場建設のた

めの投資額も含めること。（イギリス政府は、2006 年 7 月に発表した報告書

“Energy Review Report 2006”や 2007 年 7 月に発表したエネルギー白書で、

気候変動対策のための炭酸ガス排出低減のためには炭酸ガスをほとんど排出し

ない原子力発電が必要であり、老朽化した AGR の更新のために新規の原子力

発電所建設を提案していた。7）） 
・第四世代炉（GⅣ）での燃焼処理オプションについても導入の可能性を残しておく

こと。 
 ○長期対策 
  ・地層処分方法の開発 

 
イギリス政府としては、GCR ではもちろん AGR でも MOX 燃料としてのリサイクル

が困難であるのに、使用済みマグノックス燃料は長期間貯蔵プールで保管できない

ために再処理せざるをえず、また、1994 年に操業を開始したばかりの THORP 再処
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理工場を停止するわけにもいかず、当面はプルトニウムの長期貯蔵の道を選ぶしか

なかったものと思われる。この方針に基づき、2010 年 5 月にはセラフィールドに世界

最大級の核物質等の詰め替え保管施設（SPRS：Sellafield Product and Residues 
Store）が完成している。施設の大きさは長さ 90m、幅 50m、高さ 20m で、2005 年に

建設が始まり、安全性と安全保障への対応のため鉄筋コンクリートで強化されていて、

使われたコンクリートは 36000m3、鉄筋は 9500t、ケーブルは 300kmである。SPRS
は、必要であれば、国内のプルトニウム在庫の全てを保管することができ、少なくとも

100 年間安全に確実に保管できる最初の施設である。8) 
イギリス政府の報告では、これまでに蓄積したプルトニウムは 112ｔ（ドンレーとセラ

フィールドの原子力施設に保管されていて、この内、海外の電力会社所有分は 28ｔ）
に達し、民生用の貯蔵量としては世界第 1 位である。2) 
 
2)イギリスの MOX 燃料製造 
(1)初期の MOX 燃料製造 9) 

イギリスにおける MOX 燃料製造は、主に高速炉の燃料として技術開発が行われ、

1963 年から 1988 年までに約 21ｔHM（軽水炉用の MOX 燃料 3tHM を含む）が製

造され、主に PFR に装荷された。 
1988 年のイギリスの高速炉開発中止の方針発表と 1980 年代からのドイツ、フラ

ンス等の軽水炉への MOX 燃料利用の本格化にともない、イギリスは海外軽水炉用

MOX 燃料製造へ力を注ぎ始めた。1993 年、セラフィールドに MOX 製造能力

8tHM/y の実証施設 MDF（MOX Demonstration Facility）が運開し、スイス、ドイ

ツ、日本から製造契約を獲得したが、1999 年までに製造した MOX 燃料は 16tHM
であった。また、最後の製造燃料集合体となった関西電力発注の燃料集合体 4 体が

1999 年に日本へ輸送されたが、品質保証データの捏造が発覚し、燃料集合体がイ

ギリスへ返却され賠償金 133 百万ポンドが関西電力支払われるスキャンダルが発生

し、さらに事故が発生するなどで 2001 年に規制当局から商業生産の禁止を命じられ

製造を終了した。 
 

(2)セラフィールド MOX 燃料工場 
一方、MDF の建設・運開と並行して、1994 年に稼動する THORP 再処理工場に

おける海外の電力会社からの軽水炉使用済み燃料委託再処理で発生するプルトニ

ウムの MOX 燃料への委託加工を目的にセラフィールドに大型の MOX 燃料工場

（SMP: Sellafield MOX Plant、製造能力は 120tHM/y）の建設計画を進めた。

SMP は 1997 年に完成したが、環境庁長官としてプラントの承認審査を担当していた

労働党の下院議員、Michel Meacher が数年間承認に抵抗し、最終的には MOX 燃

料工場は経済性があり、MOX 燃料市場は将来発展するとの原子力産業界の確認を
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基にTony Blair首相が承認を許可し、運転を開始したのは 2001年であった。当初、

日本の電力会社からの MOX 燃料委託加工を主要な契約に据えて運営計画を立て

ていたが、1999 年の品質保証データの捏造問題が尾を引き契約が結べず、スイスな

どヨーロッパの電力会社との小口の契約を頼りに製造を開始したが、製造設備の設

計上の問題で2004年までペレットさえ製造できず、2005年に初めてMOX燃料集合

体をスイスの電力会社へ引き渡した。製造実績は、2004/2005 年で 0.3tHM、

2005/2006年で 2.3tHM、2006/2007年で 2.6tHMで、2005年にBNFLからSMP
を引き継いだNDAからの委託で2006年にコンサルティング会社（Arthur D Little）
が行った調査では、製造能力は 40tHM/y（MOX 燃料のプルトニウム含有量を

5~7%とすると処理できるプルトニウム量は 2～2.8ｔ/y となる）と評価された。9),10) 

2009 年 4 月にイギリス政府が議会に提出した資料によれば、建設費と運転開始の

費用が 637 百万ポンドで、7 年間の運転で運転費 626 百万ポンドをかけて製造でき

たMOX燃料は6.3tであり、当時の野党の自由党からスキャンダルと追及を受けた。

10) 
しかしながら、2010 年 5 月に、NDA は日本の 10 電力会社と SMP の改造計画に

合意し、フランスの AREVA の技術を導入して 3 年にわたる改造を実施中である。こ

れは、セラフィールドの THORP 再処理工場で再処理された日本の電力会社の使用

済み燃料から回収されたプルトニウム 15tを MOX燃料 270tに加工して日本へ輸送

するためのものである。11) 
 NDA よりセラフィールド内の施設の運転委託を請け負っている Sellafield Ltd.（米
国のURS 、イギリスのAMEC 、フランスのAREVAの共同企業体）は、この改造に

より最終的には既存の生産ラインを新しい製造ラインに置き換え、信頼性と製造速度

を改善し、長期間の運転を可能にすると述べている。12) 
イギリス政府の方針は、海外電力会社所有のプルトニウムについての返却はプル

トニウム単体より核拡散抵抗性のより高い MOX 燃料での輸送を掲げていて、また、

世界の共通認識として大量のプルトニウム単体の輸送はテロリストの標的になる恐

れがあり受け入れがたいものであることから、日本の電力会社にとってもイギリス国

内でのMOX燃料への転換は最善の策であると考えられ、今回の合意は両者の方針

の一致による結果と思われる。 
 
3)プルトニウム長期管理政策の見直し 

2010 年 5 月にニューヨークで開催された核拡散防止条約再検討会議でのプルトニ

ウム等の核兵器に転用可能な核物質の危険性と安全保障に関する再確認の採択を

イギリス政府は重視し、国内に保管されているプルトニウムの処置に関する長期政策

の再検討をする旨について、2010 年 7 月 27 日にエネルギー気候変動省（DECC：

Department of Energy and Climate Change）から議会に提出された“Annual 
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Energy Statement”で公式に明らかにした。13) 
 プルトニウムの貯蔵に責任を持つ政府機関、原子力廃止措置機構（NDA：

Nuclear Decommissioning Authority、GCR、政府関係の研究炉、再処理施設、

核燃料製造施設、放射性廃棄物管理施設等の 20 サイトの所有、運転、廃止措置、

廃棄物管理・処分に責任を持つ政府機関、2005 年設立)が 2010 年 9 月に意見募集

のために発表した長期戦略案（Draft Strategy）においても政府がプルトニウムの長

期管理政策について検討中であることが書かれていた。14） 
2011 年 1 月 13 日、DECC の政務次官 Lord Jonathan Marland は、下院の委

員会で「我々が世界で最大のプルトニウムの在庫を持っているならば、その遺産を財

産にしなければならない。」と述べ、数か月の内により確実な将来見通しを示すこと、

そして、既に新しいMOX燃料工場の建設のコスト評価を委託していていることを明ら

かにした。15) 
2011 年 2 月 7 日には検討結果をまとめた報告書“Management of the UK's 

Plutonium Stocks”2)が公表され、政府は、政策案に対する意見募集を 2011 年 5 月

10 日までの期限で国民に求めている。 
  
 報告書では、プルトニウムの長期管理政策として、長期貯蔵、MOX 燃料としての再

利用、固化処理して地層処分の 3 つのオプションについて安全性、安全保障（核拡散

抵抗性）、経済性、技術的信頼性、将来世代への負荷等の色々な側面から評価して

いて、その検討結果をもとに政府としてはこれまでの長期貯蔵に替えて MOX 燃料と

して再利用するオプションを選択したいとの提案が書かれており、この案に関する政

府の 7 つの質問への国民の意見を求めている。 
 3 つのオプションに対する評価の概要は以下のとおりである。 
 
○長期貯蔵： 
安全性と安全保障を確保するためには、将来、施設を建設し続ける必要があり、ま

た、将来世代に安全保障のリスクと核拡散の危険性を負わせることになる。約 110 年

間の貯蔵コストは約 80 億ポンド（130 億ドル）で、さらに最終的には地層処分が必要

になる。 
 
○MOX 燃料として再利用： 

MOX 燃料製造技術は確立された技術で、軽水炉へのリサイクルはフランス、ドイ

ツ、スイス、日本等で実証済みである。また、米国とロシアが核兵器解体による余剰

プルトニウム 34t を MOX 燃料として利用する計画を進めている。（米国の国立サバ

ンナリバー研究所敷地内に MOX 燃料工場を建設中。）政府の評価では、現在の天

然ウラン価格では、MOX 燃料の利用により節約されるウランの価値は MOX 燃料へ
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の転換費を大きく下回り、商業的利用と言うよりはむしろプルトニウムの消費（核拡散

リスクの低減が目的）のためと報告書は述べている。またウラン資源の節約を長所に

挙げている。NDA による評価では、新たな MOX 燃料工場の建設コストと 30 年間の

運転コストの合計は約 50～60 億ポンド（80～100 億ドル）。これに対して MOX 燃料

の価値は 20 億ポンド（30 億ドル）を超える程度である。 
 
○固化処理した後地層処分： 
安定化のための固化処理方法として技術的に確立されているセメント固化を使用

した場合、プルトニウムの添加量は 0.05%に制限され 100t のプルトニウムを処理す

ると 200000t の固化体ができることになり地層処分費用が増加し、また固化処理施

設の建設費、処分費用等を含めた全処置費用は MOX 燃料として処置する費用と同

程度と評価している。プルトニウムを固化処理し地層処分するコストは 50～70億ポン

ド（80～110 億ドル）で、このコストは固化処理に使用する技術により将来かなり変化

する可能性があるとしている。 
 
以上の評価結果から、プルトニウムの長期管理政策としては MOX 燃料として再利

用するオプションを政府は推奨している。 
 
プルトニウム長期管理政策の見直しの背景としては、イギリス政府は老朽化した

AGR の更新のために MOX 燃料の利用が可能な EPR や AP-1000（既存の軽水炉

での MOX 燃料の利用は炉心の 30%であるのに対して 100%での利用も可能であ

る）などの第３世代軽水炉の導入（電力会社の計画どおりに進めば 2030 年頃には

17.4GWe）を進めていて 2018 年までに最初の原子力発電所の運転開始をめざして

おり、近い将来、国内での MOX 燃料の利用が可能になることも大きな要因と思われ

る。 
ただし問題としてあげているのは、既存の MOX 燃料工場の SMP が 10 年間の運

転で 560tHM の MOX 燃料集合体を製造する目標であったのが、9 年間の運転で

15tHM しか製造していないことで、政府の保有するプルトニウムを MOX 燃料として

の再利用するためには既存の工場は適していないとし、新たな MOX 燃料加工施設

の建設も検討対象に挙げている。 
既にヨーロッパでは、1996 年から 2009 年までの間で、131.136t のプルトニウムが

ベルギーのベルゴ・ニュークリア（2006 年に製造停止（40tHM/y））やフランスの

AREVA の MOX 燃料工場（Melox 工場、195tHM/y）で MOX 燃料（MOX 燃料で

2000tHM 以上）に加工され、フランス、ドイツ、ベルギー、スイス等の軽水炉に装荷さ

れた実績（2008 年は 16.43t、2009 年は 10.282t のプルトニウムが利用された）があ

り、節約されたウラン量は天然ウラン換算で 15756tU に相当している。16)SMP が抱
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える MOX 燃料製造の技術的課題については、AREVA からの技術導入で解決でき、

また、MOX 燃料の利用については実績のある海外の軽水炉技術を導入する予定で、

原子力発電所の運転についても MOX 燃料利用経験豊富なフランスの EDF、ドイツ

の E.ON、RWE 等の電力会社が行うことから、安全及び技術の両面から実施可能と

のイギリス政府の判断と思われる。 
 

4)イギリス政府の原子力開発に対する政策動向 
 国民への意見募集の締め切りは 2011 年 5 月 10 日で、その後見直しをして最終案

を議会に提出し、決定する予定である。国民への意見募集の間も評価検討を進め、

安全性、安全保障（核拡散抵抗性）、経済性、技術的信頼性についての評価の確実

性を高めるとしている。 
2010 年 5 月の選挙で成立した保守党と自由党の連立政権は、政策協定において

新規原子力発電所建設計画（電力会社は次の 10~15 年で約 16GWe の新規原子力

発電所を建設することを計画している）について選挙公約で反対を掲げていた自由党

が消極的賛成（新規原子力発電所建設関係の法案については反対せず棄権する。

また、国の補助金なしの条件で新規原子力発電所建設を容認する。）を受け入れた

が、基本的には原子力反対の立場をとるとしていて、その急先鋒は DECC の大臣の

クリス・フューン（大臣就任時は、原子力発電を失敗した技術として否定しており、建

設コストが膨大な原子力発電に代わって海洋再生可能エネルギーである、波力発電、

潮力発電、洋上風力発電などを推進するための法案を推し進めるつもりであると述

べていた。）であった。7) 
しかし政権を担当し、国が所管する原子力施設の廃止措置予算の増大、原子力発

電なしではCO2排出削減目標（2030年までに30％削減）達成が困難であることなど

から、廃止措置費用の削減につながるプルトニウムの MOX 燃料としての利用や新

規原子力発電のためのインフラ整備（唯一の軽水炉（PWR）のサイズウェル B
（Sizewell B）が 1995 年に発電を開始して以来原子力発電所は建設されておらず、

不足している原子力技術者育成、原子力発電所建設に関連する機器・装置等の製造

設備への投資が必要である）を政策に取り込みつつあるものと思われる。 
その政策変更の現われとして、MOX 燃料の再利用政策の提案以外にも、2011 年

2 月 4 日に、Sheffield Forgemasters の大型原子炉の圧力容器製造施設建設への

80 百万ポンドの債務保証の復活（原子力発電所建設のための国内産業の育成・整

備の一環として Sheffield Forgemasters の大型原子炉の重要機器である原子炉圧

力容器製造（日本製鋼が市場の約 80%を独占していて、英国では現在は大型原子

炉の原子炉圧力容器は製造できない）のための15000tプレス設備設置への80百万

ポンドの債務保証（前労働党政権が 2010 年 3 月に約束したもの）を、財政赤字削減

のため 2010 年 6 月 17 日に取りやめている。7））を発表している。17)現状では新規原
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子力発電所の建設における国産化率は約 50%であるが、投資により 70%に増加さ

せることができると政府は述べている。また、クリス・フューン大臣は 2011 年 1 月 24
日、2008 年に原子力発電会社ブリティシュ・エナジー（BE: British Energy、原子力

発電所 15 基を所有）を買収したフランスの国営電力会社 EDF（イギリスの子会社は

EDF Energy）が EPR（1650MWe）2 基の建設予定しているヒンクリーポイント原子

力発電所を視察した際に、新規原子力発電所の建設を積極的に支援すると発言して

いる。18) 
 今後連立政権が原子力利用の積極的支援へ政策を転換する可能性が高い。 
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の使用済み燃料を再処理するためにセラフィールドに再処理工場が建設され 1964
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期間に発生する使用済み燃料の約 90%の再処理を終了している。回収されたプルト

ニウムは貯蔵庫に保管されているが、回収ウランについては既に AGR へ 15000t 以
上 2)が燃料としてリサイクルされている。 
今後もセラフィールドの再処理工場での再処理を継続し、そのための投資等を行う。

2006年に定めた戦略では、2012年までに再処理を完了するとしていたが、現状では

達成不可能のため 2016 年に変更している。計画処理量は 2010 年～2011 で

730tHM、2011 年～2013 年では 1228tHM である。3) 
また、再処理工場に改修不可能な故障が発生した場合を想定し、乾式貯蔵と直接

処分の開発を行うとしている。 
 

（2）AGR の酸化物燃料の再処理 
AGR のウラン酸化物燃料及び海外の電力会社の主に軽水炉のウラン酸化物燃料

の使用済み燃料を再処理するために、セラフィールドに THORP 再処理工場が建設

され 1994 年 3 月 27 日に再処理運転を開始した。処理能力は 900tHM/y で、2009
年7月に処理量6000tHM（この内AGRの燃料は2300tHM）を達成した。イギリス、
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ドイツ、日本、イタリア、スイス、スウェーデン、オランダ、カナダ、スペインの電力会社

の使用済み燃料の再処理をしてきた。4),5) 
2005 年 4 月、使用済み燃料の硝酸溶解溶液がセル内に漏洩する事故（漏洩量は

83m3）があり操業を停止し、その後の 2007 年 1 月に運転再開の許可を得たが、

2007 年以降の運転では高レベル廃液の濃縮用の蒸発缶 3 基（A,B,C の蒸発缶）の

内 2 基が故障し、現在の運転能力は 300tHM 程度 4)に限定されている。このため、

新たな蒸発缶 D の建設を 2009 年 5 月より開始したが、完成には 2015 年 2)までか

かる予定である。 
NDA は EDF が所有する 14 基の AGR から発生する使用済み燃料を全て受け入

れ管理する責任を負っていて、この使用済み燃料の半分（約 3300tHM）については

再処理契約を結んでいる。残りの半分については、再処理するか直接処分するかは

NDA の判断に任せられている。 
2006年に定められた戦略では契約分については 2010年までに再処理を完了する

はずであったが、上記に述べた設備の故障で、2010 年 9 月の戦略案では完了目標

年は明確に書かれていない。契約処理量の未処理分は、AGR 燃料については約

1000tHM 未満、海外の電力会社（ほとんどはドイツの電力会社）の軽水炉燃料は

700tHM 未満である。ちなみに計画処理量は 2010 年～2011 年では 200tHM、

2011 年～2013 年では 600tHM となっている。3) 
現在の戦略は合理的に実行可能な範囲で速やかに再処理を行い THORP 再処理

工場での再処理を終了することで、将来発生するものも含めて、再処理されないもの

は地層処分場へ送るまでセラフィールドで長期間貯蔵する計画である。 
AGR 燃料を再処理すべきかどうか、再処理を停止するとしたら最も適切な時期は

いつかを重要項目とした最も経済的な生涯管理オプションについての検討が完了す

るところであり、18 ヶ月以内に最適な戦略を明らかにするとしている。ちなみに、再処

理しない使用済み燃料の最善の長期貯蔵方法については湿式貯蔵を重要視してい

るとのこと。また、もしも、長期貯蔵が実施不可能な場合は再処理を商業展開すると

している。 
GCR と AGR の使用済み燃料については上記のように政府によって対応方策が検

討されているが、イギリス唯一の軽水炉（PWR）のサイズウェル B から発生する使用

済み燃料の処置方法についてはイギリス政府の責任ではなく所有者の EDF に責任

があり、また、現在計画が進行中の新しい原子力発電所から発生する使用済み燃料

についても同様にどのように対処するか全く決まっていない。イギリス政府としては、

所有者である電力会社が決めることで、電力会社が再処理を選択した場合は相談に

のるとの方針である。 
Sellafield Ltd.は、THORP 再処理工場について少なくとも 25 年間の運転寿命の

延長が可能としている。3) 
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ようである。さらに、米国とロシアの間のロシアの核弾頭解体高濃縮ウランの希釈低

濃縮ウラン売却協定が終了する 2013 年には新たなウラン価格の上昇の流れを予測

するアナリストが多い。1),2) 
最近のウランスポット市場価格の上昇の背景には、中国の大量のウラン買い付け

が影響しているものと考えられ、2010 年 12 月の購入量だけで 2999tU、2010 年全

体での購入量は 17136tU（2009 年の世界のウラン生産量は 50772tU）で 2009 年

の約 3 倍である。3)中国が現在建設中の原子力発電所は 26 基、約 28.7GWe で全て

2015 年末までに運転を開始する予定 4)で、これらの原子力発電所の初装荷分の燃

料だけでも約 2万数千 tU の天然ウランが必要であり、また、2015年には取り換え燃

料に必要なウラン量は約5千数百ｔUに達し、今後も中国のウラン需要は増加の一途

をたどると予想される。 
また、2010 年のオーストラリアのウラン生産量は天候異変（大雨）や設備の

故障により 5899tU（2008 年は 8715tU）で 1998 年以来最低 5)を記録し、2011
年も、1 月 28 日に大雨のためレンジャーウラン鉱山（2009 年の生産量は 4444tU
で世界の生産量の 9%）が生産を停止していることも最近のウランスポット市場

価格の上昇に影響していると思われる。（少なくとも 12 週間は生産停止とのこ

と。）6) 
これまではカザフスタン等のウラン増産によりウラン価格の上昇が抑えられ

てきたが、この増産を上回るスピードで中国がウランの買い付けを開始してお

り、中期的にもウラン価格の上昇は継続するものと思われる。 
ちなみに、カザフスタンのウラン生産量は 2008 年が 8521tU、2009 年が

14020tU、2010 年が 17803tU で増産のスピードが落ちてきている（2016 年に

25000tU/y の計画）。7)もう一つのウラン増産の可能性を秘めているナミビア

（2009 年の生産量は 4626tU、2015 年までに 20000tU/y の計画）についてもウ

ラン鉱山の開発の遅れが報道 8),9)されていて、今後情報に注意する必要があるだ

ろう。 
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